
令和３年度　第１回　稲毛区支え合いのまち推進協議会書面開催結果（委員意見一覧と事務局回答）

※　議題１、２については、全会一致で承認をいただきました。

№ 委員氏名 議題1意見 議題1回答 議題2意見 議題2回答 議題3意見 議題3回答 議題4意見 議題4回答

1 岩 上 章 子

より具体的な地域課
題、ニーズ調査。地
区内の特徴的なエリ
アや暮らしに対する
モデル的なとりくみ
の実施と行政支援
（資金含む）担い手
づくりと活動との
コーディネート。実
績のみえる化（紙＆
Web）

地域福祉に関わ
る専門職などと
ともに、具体的
な課題やニーズ
の掘り起こしを
行い、好事例を
紹介するなどの
取組みを進めま
す。

共生社会、多分野横断での
支援、複合困難事例で実感
する（できる）現状の提示
があるといい。ＣＳＷには
広くいうと多くの人がいる
と思う。公民、分野、ＣＳ
Ｗやコーディネーターと名
のっていなくても、地域で
そういった役割の人の声を
聞く、交流する、支援する
ことがもっとできれば良
い、ネットワークが大事。

ご意見を踏まえ、２
区の課題（２）の後
段部分について、困
難事例を意識しつ
つ、ＣＳＷ（コミュ
ニティソーシャル
ワーカー）の支援を
視野に入れた表現と
しました。

2 岡 山 尚 美

このような
状況下、快
く上記の
方々にお引
き受けいた
だき、心よ
り感謝して
おります。

温かいご意
見をいただ
き、ありが
とうござい
ます。

現在まで１年以
上思うように事
業が進められ
ず、今後も先行
き見えず歯がゆ
い思いでいっぱ
いです。

この１年余、大
変な状況が続い
てきましたが、
引き続き、地域
の皆様とともに
取組みを進める
ように努めま
す。

このような状況下ですが、
実際に１か月後のことさえ
予想つかないので、今回は
その都度、状況に応じて変
更したり、つけ加えたりし
ていけばよいと思います。
きっちり決めておくと苦し
くなると思います。このよ
うに区の方針に賛成です。

ご意見のとおり、具
体的な取組みについ
ては、中間見直しに
向けて検討していき
ます。

3 菊 池 ま り

資料３－１～６を確
認しました。今後の
スケジュールに沿っ
て区計画案策定にむ
けて検討できるよう
に努めます。

引き続きよろし
くお願いいたし
ます。

取組みテーマや重点取組項
目へのとりくみ状況・内容
から（資料２参照）、次期
に向けての要点を探し出し
たいと思っています。テー
マ③④⑨は、とりくみが少
ない背景は何か、地域の課
題と比べて検討してみたい
と共に重点項目数との関連
はないかも調べてみたいで
す。地区のとりくみへのサ
ポートになっている側面は
ないのかにも関心がありま
す。

取組みについては、
地域の皆様の中でご
検討いただき、決定
した内容となってい
ます。引き続きよろ
しくお願いいたしま
す。

資料１
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4 工 藤 和 博

zoomやLINEなどを活
用した地域の繋がり
づくりはぜひ取り組
んで行きたい課題だ
と思います。当セン
ターとしても運営実
績がありますので尽
力できると思いま
す。是非、オンライ
ン環境作りのための
予算を組んでいただ
きたいと思います。

新しい生活様式
として、新しい
ツールを活用し
た地域の繋がり
づくりは必要な
ことであり、引
き続き取組みを
検討してまいり
ます。

コロナウイルスの影響がし
ばらく続くと思われます。
また、今後もコロナウイル
スのような感染症により対
面できない場合も想定され
ます。その場合にどのよう
に活動していくのかについ
ても組み入れていただきた
いと思います。

新型コロナウイルス
感染症への対応に関
することとして、新
しい生活様式に合わ
せた活動を進める必
要があり、取組みを
進めます。

5 佐久間 文子

コロナ禍に
おいての事
務局の方々
の御苦労に
は、頭が下
がります。
困難な中に
有っても、
御体に気を
付け、広報
活動を行
なって下さ
い。宜しく
お願いしま
す。

温かいおこ
とばをいた
だき、あり
がとうござ
います。委
員の皆様と
ともに活動
に努めま
す。

令和２年度は、
新型コロナウイ
ルス感染拡大の
為、活動日間際
迄実施をするか
しないかで悩み
ました。今年度
も同様です。実
施の有無の判断
基準を示して戴
きたいです。

新型コロナウイ
ルス感染拡大の
中で、ぎりぎり
まで活動の努力
をいただいてい
ることに敬意を
表します。実施
の有無の判断基
準については難
しいところもあ
りますが、ご相
談をいただけた
らと思います。

コロナが収まってか
らの事ですが、地域
の近場に気軽に集ま
れ、雑談が出来る場
所が欲しいです。地
元の情報や生活の知
恵をその中で伝えら
れますので。

いきいきサロン
など地域の中で
気軽に集まれ、
雑談が出来る場
所づくりには、
これまでも取り
組んできたとこ
ろですが、引き
続き取組みを進
めます。

少子高齢化が進むのは止め
られません。高齢者一人一
人が生き甲斐を持つ為に
は、体力に応じて、地域の
お役に立てる事が有ると思
います。自身の健康に気を
付け、地元の友達が出来、
コミュニケーションを増や
せば、心が健康になりま
す。自宅周囲の掃除は防犯
にもなります。

心身の健康とコミュ
ニケーション、掃除
と防犯など、さまざ
まなご意見をいただ
き、ありがとうござ
います。

6 深 味 肇

令和１年、２年
共にコロナ禍で
活動が制限さ
れ、計画自体が
困難で有り、各
エリア共頑張っ
ていると思いま
す。

計画の推進が困
難な中で、皆様
にご努力をいた
だいていること
に敬意を表する
とともに、感謝
を申し上げま
す。

第４期地域福祉計画
の各区の基本目標に
ついて、地域防災に
ふれているのは花見
川区のみで、災害時
大きな被害が予測さ
れる、中央区、稲毛
区がふれていないの
は理由があるかどう
か聞きたい。

第４期地域福祉
計画の中では、
稲毛区の基本方
針「日頃からの
緊急時に備えた
取り組み」、中
央区の基本方針
「人にやさしい
生活環境づく
り」で地域防災
にふれていると
ころです。

基本方針３の中で災害時の
支援体制として、避難行動
要支援者の支援について、
今年度「要支援者個別避難
促進モデル事業」が現在進
行しており、従来の自治会
と行政の協定名簿につい
て、本委員会として、どの
ようにかかわるのか、従来
の名簿支援者と重複あると
思われるので、範囲等も含
め考えていただきたい。

　基本方針３の「災
害時の支援体制を整
える」の中で、個別
避難計画の策定に向
けた避難行動要支援
者への支援について
も、引き続き取組み
を進めます。
　なお、個別避難計
画は、優先的に作成
する方の基準を設け
たうえで作成を進め
てまいりますが、併
せて避難行動要支援
者名簿を活用した地
域での支え合い活動
も引き続きお願いし
ます。
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7 眞 智 洋 二

昨年度、地区部
会が一つ解散し
ました。後継者
難から地区部会
がなくても、同
様な活動はでき
るとの判断と思
われます。そも
そも社協会員加
入口数は、世帯
数の５割にも満
たないのですか
ら、現状を直視
して、区民全体
のための計画と
なるよう務める
べきではないで
しょうか。

地区部会の解散
については、地
域の実情による
判断ながら、事
務局としても重
く受け止めてお
ります。引続き
よりよい計画と
なるよう努めま
す。

上位機関である審議
会に提出するという
理由で、意見聴取の
ないまま承認を求め
られたことに違和感
を覚える。計画の推
進策定体制の連絡調
整がうまくいってお
らず、責任者不在で
機能不全に陥ってい
る印象。もう少し千
葉市がリーダーシッ
プを執って進めるべ
きではないか。

連絡調整がうま
く行っておら
ず、申し訳ござ
いません。ご意
見を真摯に受け
止めて、今後の
計画の推進及び
策定体制の連絡
調整に努めま
す。

千葉市基本計画の目指すべ
き区の姿が引用されている
が、内容には関連性がな
い。今後何か検討する予定
はあるのか。稲毛区の現
状・課題がよくわからな
い。WEBアンケートの結果
は、市民全体の意見として
考える場合、割引いて考え
る必要がある。参加も大事
だが、参画という意識を根
付かせることも必要であ
る。

ご意見を踏まえ、千
葉市基本計画の目指
すべき区の姿につい
ては、検討の結果、
記載等を削除しまし
た。また、１　区の
現状（２）の地域活
動の参加状況につい
て、引用した数値が
WEBアンケートの結
果であることを補足
するとともに、参画
という文言を追加し
ました。

8 森 松 助

ひとり暮らしの高齢者が増
加しており、大変残念だ
が、地域の孤独死を何とか
くい止める必要から見守り
などの活動、本人が歩ける
元気なうちに（室内だと将
棋五目カラオケなど室外な
らグランドゴルフ、サロン
など）本人自治会にない場
合、他の地域内（草野地
区）内への交流参加が出来
る仕組が必要となり、自治
会をまたいでも可能にと
思ってならない。３１０地
区名に犢橋中学校が入って
いるが、草野中学校地区の
みではないか。

ご意見ありがとうご
ざいます。３１０地
区については、犢橋
中学校の学区もある
ため、正式名称にも
入っております。地
区の総意としてご意
見をいただけたら、
地区名称を変更する
こともできます。
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